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６年生の中学校登校について 

８月発行の第１号で第 1 回の中学校登校の様子をお伝えしましたが、今年度も、６年生は年間３

回の中学校登校を行います。これは小学校と中学校の接続を円滑にする取組を通して「中１ギャッ

プ」の緩和を図るものです。「中１ギャップ」とは、教科担任制、定期テストなどの学習の変化や人

間関係の再構築といった小学校から中学校への変化を表しており、この変化にうまく対応できず、

不登校やいじめにつながることが大きな課題となっています。小学生が中学校生活を体験すること

で、中学校の学習や部活動、教員や生徒のことを知り、中学校入学に向けての不安感の軽減につなげ

たいと考えています。 

１０月に第２回の中学校登校を実施しました。その様子についてお知らせします。   

 

☆第２回中学校登校 １０月３０日（火） 
第２回目の中学校登校は、１０月３０日（火）に行いました。午前中の授業は国語、英語、家庭科、

でした。国語はディベートでした。与えられたお題に対して賛成と反対に分かれ、根拠をもとに自分

の意見を述べるというものでした。自分の立場をはっきりさせて話すことや、相手の意見を尊重し

ながら聞く学習でした。英語は、ペアで英語による自己紹介のあと、小学校でも行っている「フォニ

ックス（発音）」について詳しく学びました。他者とコミュニケーションをとりながら学習しました。

家庭科は栄養バランスを考えて、班ごとに献立を作成しました。食材の旬に目を向けたり作り手意

識を持ったりする機会となりました。体育は２クラス合同で行い、リズムに合わせて体を動かしま

した。上半身と下半身の動きが違い、リズムも変化するので、混乱しながらも一生懸命挑戦しまし

た。午後からは中学２年生と一緒に八鹿青渓中学校の校歌を練習しました。入学式で在校生と一緒

に校歌が歌えるようにと、グループに分かれて先輩からのアドバイスを聞きながら練習しました。

先輩から指導を受け、頼もしさを感じる貴重な交流の時間となりました。 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

中学校登校も２回目ということで、授業中の話し合いはもちろん休み時間にも他校の小学校児童

と楽しそうに話す姿が見られました。第３回は１月２２日（木）に実施予定です。午前中は授業を受

け、午後からは保護者も参加しての入学説明会を予定しています。 

 

《 中学校登校の感想 》 

○ 国語の話し合いでは、根拠を示すことの大切さがわかりました。他の人の意見を聞いていると

自分も「なるほど」となり、違う立場の考え方を理解できました。 

○ 英語では、フォニックスで正しい発音の仕方や舌をどこにつけるかなど具体的でわかりやすか

った。みんなと英語を使って楽しくコミュニケーションをとることができました。 

○ みんなで協力し、栄養バランスを考えて献立を立てることができました。班のみんなの意見を

取り入れて献立を考えられたし、みんなで話し合ったので仲が深まりました。 

○ 体育では、リズムに合わせて体をしっかり動かすことができました。手と足を別々に動かすの



は難しかったけれど、あきらめずに最後までできました。 

○ 合唱は、2 年生の先輩が楽しく優しく丁寧に教えて下さいました。わかりやすいアドバイスと

歌うポイントを教わったことで、最後には自信を持って歌うことができました。 

○ どの授業も楽しくて、他校の子とも交流ができました。不安な気持ちがなくなり、中学校に入

学するのが楽しみになりました。 

 

小・中学校合同教職員研修について 

八鹿青渓校区小中一貫教育では、児童生徒理解に生かすため、８月と１１月にスクールカウンセ

ラーを講師とした「カウンセリングマインド研修」を行っています。また、夏季休業中には、小・中

学校の教職員が「キャリアアップ研修会」を、合同教職員研修として実施しています。今年度のキャ

リアアップ研修は８月２０日（水）に開催し、iPad で使用する Google アカウントを用いた研修を

行いました。 

今年度、八鹿青渓中学校と伊佐小学校は、文部科学省のリーディング DX スクール事業（児童生徒

の情報活用力の育成を図りつつ、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実や校務DXを行う）

の指定校として、研究を推進しています。また、高柳・八鹿・宿南の３小学校も協力校として実践を

進めるなど、中学校区全体で DX に取り組んでいます。 

小・中学校の教職員が相互授業参観等により合同で研修を行うことで教職員同士の交流を深める

とともに、教育技術の向上を図ることや授業改善をめざしています。 

 

冬休み「そうあんくんお手伝い大作戦」について 

今年の冬休みも「そうあんくんお手伝い大作戦」を実施いたします。小中共通

の取組となっております。家庭での仕事の一部を担うことで、児童生徒が家族の

一員として活躍し、ご家族とのふれあいの機会となりますよう、ご家族の皆様の

ご協力をお願いいたします。チャレンジカード「お家の方から一言」への記入も

お願いいたします。 

講師を招聘して教職員の研修を行いました 社会科 ディベート準備 

社会科 話し合い活動 数学科 図形の学習 体育科  

ロイロノートで技の順番確認 


